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(かの V)Qαβ+(仰 γβ一ω弘)= ßIJÇ~1 +合唱 (2) 







-oF/oQαβ は，自由エネルギー F にLandall-deGennesの形を仮定すると，再び適当な規格化
のもとで以下のように書ける.
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現れる(通常の意味での Ericksen数は Er= Er* / t，R2である).また， Reynolds数 Reは，ここ
ではゼロの極限を取る.
ここでは、バルクの液品が等方相にある場合を考え、無限遠では Qas= 0と取る o 上の分子場
の形から、ネマチック一等方相転移点はァ=1/8となるので、 Tど1/8の場合を考えることに相当
するoまた、粒子表面では強い垂直配向を仮定し、秩序変数の値を Qαβ = Qo(να均一 (1/3)九β)
に固定する (νは法線方向の単位ベクトル)。以上をふまえると、重要な可変パラメータは、粒子
表面の秩序度 Qo、還元温度ァ、無次元化した粒子半径(ここでは t，R1がそれに相当する)、およ
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